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概略 
 染色体観察は，植物の遺伝や進化に関する情報を我々に教えてくれる．演者は，
約10年にわたりイチゴの染色体観察を続けてきた．イチゴは，元来数多ある植物
の中でも染色体が観察しにくいものの代表例であった．そのため，研究を開始した
ころは，イチゴの体細胞染色体数が56であることを示した写真すらなかった．その
後，光学顕微鏡によるイチゴの体細胞染色体観察の技術を確立し，それを用いて
核型分析を行った．また，八倍体イチゴとされていたFragaria iturupensisが十倍体
であることを染色体観察で発見した．さらに，染色体の蛍光染色により二倍体イチ
ゴの野生種の系統発生に関する研究を行った．現在はかずさＤＮＡ研究所と共同
で，イチゴの連鎖地図の整合性を確認する目的でPrimed in-situ hybridization 法
の技術開発を進めている． 
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